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Z９５

一
投
稿
資
格
原
則
と
し
て
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
以
上
の

在
学
生
、
研
究
生
、
修
士
の
学
位
を
有
す
る
も
の
及
び
後
期
博
士
課
程
単

位
取
得
退
学
者
と
す
る
。
た
だ
し
、
大
学
卒
業
の
者
で
あ
っ
て
も
、
研
究

機
関
、
マ
ス
コ
ミ
、
言
論
機
関
、
そ
の
他
企
業
や
団
体
の
研
究
部
門
に
お

い
て
研
究
に
従
事
し
て
い
る
者
に
対
し
て
は
、
門
戸
を
開
放
す
る
。

二
原
稿
内
容
法
律
学
、
政
治
学
、
社
会
学
に
関
す
る
学
術
論
文
。

三
原
稿
枚
数
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
四
○
’
八
○
枚
。
二
○
○
字

詰
原
稿
用
紙
で
も
よ
い
。
ワ
ー
プ
ロ
を
使
用
す
る
場
合
は
、
一
行
三
○
字

の
一
頁
二
○
行
で
、
行
間
を
ゆ
っ
た
り
と
と
り
、
縦
組
み
の
プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト
に
す
る
。

四
執
筆
要
領
論
文
審
査
及
び
論
文
を
印
刷
す
る
関
係
で
詳
細
な
執

筆
要
領
（
投
稿
規
定
に
付
属
）
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
執
筆
す
る

こ
と
。

五
論
文
審
査
提
出
さ
れ
た
論
文
は
編
集
委
員
会
に
お
い
て
審
査
の

上
、
掲
載
を
決
定
す
る
。
こ
の
間
、
編
集
委
員
会
よ
り
原
稿
の
手
直
し
を

求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

六
論
文
掲
載
費
論
文
掲
載
費
と
し
て
二
万
円
を
徴
収
す
る
。
掲
載

費
は
審
査
合
格
の
通
知
を
受
け
た
と
き
、
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

投
稿
規
程
概
略

し
、
平
成
元
年
四
月
以
降
に
慶
雁
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課

程
ま
た
は
後
期
博
士
課
程
に
入
学
し
、
論
文
刊
行
費
を
納
入
し
て
い
る
者

に
つ
い
て
は
徴
収
し
な
い
。

七
刊
行
期
日
年
四
回
の
刊
行
を
予
定
（
別
表
参
照
）
。

八
申
込
方
法
応
募
用
紙
（
投
稿
規
程
に
付
属
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
別
表
記
載
の
期
日
ま
で
に
、
後
掲
受
付
け
窓
口
へ
持
参
ま
た
は

郵
送
す
る
こ
と
。

九
論
文
提
出
方
法
論
文
二
部
に
投
稿
規
程
に
記
載
さ
れ
た
書
類
を

付
し
て
、
別
表
記
載
の
期
日
ま
で
に
、
後
掲
受
付
け
窓
口
に
持
参
ま
た
は

郵
送
す
る
こ
と
。
な
お
、
提
出
さ
れ
た
論
文
は
審
査
の
合
否
に
か
か
わ
ら

ず
一
切
返
却
し
な
い
の
で
、
持
参
・
郵
送
を
問
わ
ず
、
必
ず
控
え
を
と
っ

て
お
く
こ
と
。

十
申
込
受
付
期
日
・
論
文
提
出
期
日
左
記
の
表
の
各
期
日
を
締
切

日
と
し
、
期
日
が
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
を
締
切
日
と
す
る
。
郵
送
の

場
合
は
期
日
必
着
、
遅
延
は
一
切
認
め
な
い
。

提
出
期
日

一
月
一
五
日

二
月
一
四
日

五
月
一
五
日

八
月
一
五
日

刊
行
期
日

三
月
一
五
日

六
月
一
五
日

九
月
一
五
日

一
二
月
一
五
日

投稿規程概略・編集後記

春
季
号

夏
季
号

秋
季
号

冬
季
号

申
込
期
日

八
月
一
五
日

一
月
一
五
日

二
月
一
四
日

五
月
一
五
日



十
一
投
稿
規
程
の
請
求
・
投
稿
申
込
ｂ
論
文
提
出
受
付
窓
口

直
接
の
場
合
慶
腫
義
塾
大
学
三
田
教
務
部
一
・
二
番
窓
口

郵
送
の
場
合
〒
一
○
八
東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
麿
義
塾
大
学
教
務
部
法
学
部
係

な
お
、
郵
送
で
投
稿
規
定
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
書
で
表
面
左
下
に

「
論
究
投
稿
規
程
請
求
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
長
形
三
号
を
使
用
。

宛
先
記
入
の
上
、
切
手
七
二
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

十
二
問
合
せ
先
（
封
書
に
限
る
）

〒
一
○
八
東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
膳
義
塾
大
学
法
学
部
研
究
室
内

藤
原
淳
一
郎

表
面
左
下
に
「
論
究
問
合
せ
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
宛
先
記
入

の
上
、
切
手
六
一
一
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

ま
ず
今
号
の
応
募
状
況
を
記
す
と
、
当
初
の
投
稿
希
望
が
二
一
件
、
論

文
提
出
が
七
件
、
（
条
件
付
き
合
格
を
含
む
）
最
終
合
格
が
六
件
で
あ
っ

た
。

本
年
の
大
相
撲
名
古
屋
場
所
の
話
題
は
、
何
と
言
っ
て
も
史
上
最
年
少

小
結
び
貴
花
田
の
活
躍
で
あ
り
、
早
く
も
往
年
の
双
葉
山
の
再
来
と
の
絶

賛
の
声
も
あ
が
り
、
責
花
田
ら
の
台
頭
を
目
に
し
て
「
体
力
、
気
力
の
限

界
を
感
じ
た
」
と
し
て
次
世
代
に
ハ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
っ
た
横
綱
千
代

の
富
士
の
目
に
狂
い
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
関
脇
昇
進
後
の

秋
場
所
は
、
貴
花
田
健
闘
し
た
と
は
言
え
名
古
屋
場
所
の
よ
う
に
甘
く
は

な
か
っ
た
。
大
き
な
目
で
承
れ
ば
、
潮
流
と
し
て
は
若
花
田
・
貴
花
田
兄

弟
が
角
界
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
担
う
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。

社
会
科
学
の
世
界
で
は
、
相
撲
と
違
っ
て
誰
の
目
に
も
勝
負
が
わ
か
る

も
の
で
も
な
い
し
、
扱
う
対
象
の
特
殊
性
か
ら
、
年
輪
と
と
も
に
深
承
や

持
味
が
発
揮
さ
れ
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
た
め
、
相
撲
の
世
界
と
は
大
き

く
異
な
る
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
当
『
論
究
』
に
よ
っ
て
、
若
花
田
・
貴

花
田
の
よ
う
な
プ
リ
ン
ス
な
い
し
プ
リ
ン
セ
ス
が
育
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
の
は
筆
者
の
承
で
は
な
か
ろ
う
。

〔
編
集
後
記
〕

（
藤
原
淳
一
郎
・
記
）
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